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第２期岩手県ふるさと振興総合戦略の概要

１ 本戦略の位置づけ
・ 「岩手県ふるさと振興総合戦略」（平成27年度～令和元年度）の取組の成果と
課題を踏まえた、令和２年度以降５年間の戦略

・ 人口減少に歯止めをかけていくための基本目標、主な取組方向、具体的な施策
等から構成

・ まち・ひと・しごと創生法に基づく国の「第２期まち・ひと・しごと創生総合
戦略」を勘案

２ 計画の期間
令和２年度（2020年度）から令和６年度（2024年度）の５年間

３「いわて県民計画（2019～2028）」との関係
県政全般を対象とした「いわて県民計画（2019～2028）」の人口減少対策に関
係する分野を推進するための戦略

４ ふるさと振興の推進
(1) 多様な主体が参画した取組の推進
(2) ＳＤＧｓを踏まえた取組の推進
(3) 先端技術を活用した取組の推進
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ふるさと振興の４本の柱と基本目標（施策推進目標）

1-3 農林水産業振興戦略

＜基本目標＞

やりがいと生活を支
える所得が得られる
仕事を創出し、岩手
への新たな人の流
れの創出を目指しま
す

＜基本目標＞

医療・福祉や文化、
教育など豊かなふる
さとを支える基盤の
強化を進め、地域の
魅力向上を目指しま
す

＜基本目標＞
関係人口や交流人

口の拡大を図り、岩
手と多様な形でつな
がることのできる社
会を目指します

1-1 商工業振興戦略

1-4 ふるさと移住・定住促進戦略

3-1 魅力あるふるさとづくり戦略

3-3 若者・女性活躍支援戦略

3-4 保健・医療・福祉充実戦略

4-1 関係人口創出・拡大戦略

3 新しい三陸創造戦略

1 国際研究・交流拠点地域形成戦略

3-5 ふるさとの未来を担う人づくり戦略

4-2 いわてまるごと交流促進戦略

3-2 文化スポーツ振興戦略

4 北いわて産業・社会革新戦略

2 北上川流域産業・生活高度化戦略

2-1 若者の就労、出会い・結婚、妊娠・出産
支援戦略

2-2 子育て支援戦略

＜施策推進目標＞

岩手に住みたい、働きたい、帰りたいという人々の願いに応えら
れる豊かなふるさと岩手をつくりあげます。
■生活満足度が高い人の割合の上昇【再掲】

： 35.0％（2019年）⇒35.0％を上回る（2024年）
■生活満足度が低い人の割合の低下【再掲】

： 32.0％（2019年）⇒32.0％を下回る（2024年）

＜施策推進目標＞

結婚や出産は個人の決定に基づくものであることを基本としつ
つ、若い世代の就労、出会い、結婚、妊娠・出産、子育ての願い
に応え、出生率の向上を目指します。

■合計特殊出生率： 1.41（2018年）⇒1.58以上（2024年）

＜施策推進目標＞

岩手に来たい、関わりたい、つながりたいという思いに応え、多
様な形で、いつでも、どこでも、誰もが岩手とつながることのでき
る社会を目指します。
■関係人口及び交流人口に関連する指標の向上

： -（2019年）⇒現状値を上回る要素指標※数5/5（2024年）
※要素指標：観光入込客数、グリーン・ツーリズム交流人口、ふるさといわて応援
寄付件数、ホームページ閲覧数、ＳＮＳフォロワー数

４本の柱に基づく戦略の展開に加え、岩手
の地域性や優位性等を生かした４つの分野
横断の戦略を展開

岩
手
で
働
く

岩
手
で
育
て
る

岩
手
で
暮
ら
す

岩
手
と
つ
な
が
る

ふるさと振興を進める
分野横断の戦略

【新規】

1-2 観光産業振興戦略

＜施策推進目標＞

若者の仕事や移住に関する願いに応え、県外への転出超過を
解消する社会減ゼロとともに、ものづくり産業や農林水産業等の
振興による県民所得水準の向上を目指します。

■人口の社会増減 ： △4,370人（2019年）⇒0人（2024年）
■一人当たり国民所得に対する一人当たり県民所得水準の
かい離縮小： 86.9（2017年）⇒90.0以上（2022年※）

※ 指標の元となる県民経済計算年報は、2024年版で2022年の数値であること

＜戦略全体の
施策推進目標＞

様々な「生きにくさ」を「生き
やすさ」に転換し、生活の満
足度の向上を目指します。
■生活満足度が高い人の割
合の上昇：35.0％（2019年）
⇒35.0％を上回る（2024年）
■生活満足度が低い人の割
合の低下：32.0％（2019年）
⇒32.0％を下回る（2024年）

【新規】

【新規】
＜基本目標＞

社会全体で結婚、妊
娠・出産、子育てを支
援し、安心して子ども
を生み育てられる社
会を目指します
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第２期岩手県ふるさと振興総合戦略における施策推進目標の速報値

４本の柱 施策推進目標（指標） 速報値 過去の実績値

岩手で働く

【人口の社会増減】
Ｒ１：△4,370人
↓

Ｒ４：０人

△3,872人（Ｒ２）

Ｈ27：△4,063人
Ｈ28：△3,708人
Ｈ29：△4,543人
Ｈ30：△5,215人
Ｒ1：△4,370人

岩手で育てる

【合計特殊出生率】
Ｈ30：1.41
↓

Ｒ４：1.58以上

1.35（Ｒ１）

Ｈ27：1.49
Ｈ28：1.45
Ｈ29：1.47
Ｈ30：1.41



■ 社会増減の推移
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・ 本県の社会増減には３つの減少ピーク
・ 平成26年から平成27年にかけて社会減が拡大、平成28年にはいったん社会減が縮小
・ 平成30年には▲5,215人と５千人を超えたが、その後縮小し、令和２年には▲3,872人

転入者数・転出者数 社会増減

岩手県「岩手県毎月人口推計」

３つの減少ピーク



岩手県の人口（社会増減の状況②）

■ 社会増減の推移
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・ 社会減は、18歳の進学・就職期、22歳前後の就職期に顕著。特に、22歳前後では、
女性の社会減が大きい
・ 高校卒業者の希望する進学先、若者の希望に見合う就職先の確保が必要
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岩手県の人口（新型コロナによる人口移動の変化）

■ 新型コロナによる人口移動の変化
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・ 岩手県 ：Ｒ２．７月～１０月、１２月～Ｒ３．１月が転入超過
・ 東北６県：Ｒ２．７月～９月、１２月が転入超過
・ 東京都 ：Ｒ２．７月～Ｒ３．２月が転出超過
・ 東京圏※：Ｒ２．７月～９月、１１月～１２月が転出超過

※ 東京圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県

岩手県、東北６県、東京都、東京圏の社会増減の推移
地域 年次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年計

R1 -221 -274 -4,171 243 178 -20 18 -202 -60 -149 -11 -32 -4,701

R2 -128 -383 -3,479 150 -16 -58 85 107 103 89 16 44 -3,470

R3 85 -177 -3,037 -59 -3,188

R1 -744 -1,391 -15,454 -5,988 -1,029 -926 -560 -758 -697 -953 -763 -497 -29,760

R2 -922 -1,362 -14,806 -3,527 -413 -937 71 230 283 -63 -158 336 -21,268

R3 -318 -853 -12,319 -4,631 -18,121

R1 3,741 4,053 40,568 15,609 4,792 3,437 1,621 3,398 3,098 2,554 2,151 1,553 86,575

R2 3,146 4,525 41,902 7,049 -509 2,096 -2,144 -4,011 -3,084 -2,506 -3,690 -4,400 38,374

R3 -1,334 -1,593 29,363 3,989 30,425

R1 6,089 6,921 68,306 27,500 7,558 4,983 2,173 5,400 5,183 4,753 3,704 3,006 145,576

R2 5,343 6,888 70,087 14,497 1,167 4,027 -1,682 -739 -56 834 -393 -1,968 98,005

R3 1,432 2,138 57,419 15,071 76,060

岩手県

東北６県

東京都

東京圏

８か月連続で転出超過 転出超過

岩手県「岩手県毎月人口推計」、総務省「住民基本台帳人口移動報告」



岩手県の人口（自然増減の状況①）

■ 自然増減の推移
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・ 本県の自然増減は、出生数の減少、死亡数の増加により、平成11年に減少に転
じ、以降は減少数が拡大傾向
・ 死亡数は、昭和60年代から増加傾向

＜自然増減＞
平成11年に
減少に転じる

＜死亡数＞
昭和60年代
から増加傾向

出生数・死亡数 自然増減

岩手県「岩手県毎月人口推計」



■ 出生率の推移
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岩手県の人口（自然増減の状況②）

8

・ 出生率は昭和55年以降、人口置換水準の2.07を下回って推移。令和元年には1.35）

➢ 出生率の低迷が出生数の減少の要因となっている

厚生労働省「人口動態統計」

令和元
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意見交換の進め方

・ 岩手県における人口減少対策について、委員の皆さまの御専門の分野や社会
減対策、出生率向上の観点から、発言をお願いします。


